
GFC 「総合研究基盤連携センター」
Global Research Facility Alliance Center

HU VISION 2030 １．卓越した研究基盤の提供（Excellence）
 高度な研究機器と技術、広大なフィールドを含む研究リソースの活用促進
 技術職員やテクニカルサイエンティストによる専門的支援
 データ管理、分析技術、装置開発を通じた研究力の強化

２．技術と社会をつなぐ架け橋（Extension）
 ものづくり支援やイノベーション教育プログラムの展開
 学内外の研究者・技術者との連携プロジェクト推進
 社会還元機能の強化による持続可能な研究基盤の構築

３．持続可能な未来への貢献（Sustainability）
 外部資金獲得や技術コンサルティングの拡充
 横断的な技術連携チームの組織化
 教育・研究価値の最大化を目指した柔軟で機動的な事業展開

研究・教育価値の
最大化の”場”

Move Forward with Purpose

無機元素分析装置

質量分析装置

用途・性能：
• 発現量、局在性、相互作用、翻訳後修飾などを含めたタンパク質
の多様性解析が可能

• 多種類のイオン解離手法並びに多段階のイオン開裂ができる
• 得られたイオンを高精度並びに高確度で質量分析できる
利用分野：
• 医学、医薬品化学・天然物化学・生化学のほか、フィールドサイ
エンスや環境科学研究等の幅広い研究分野

液体クロマトグラフフーリエ変換型質量分析システム

トリプル四重極型誘導結合プラズマ質量分析装置
用途・性能：
• 無機元素分析
• ナノ粒子特性解析が可能
利用分野：
• 環境、工業、食品、医療、地球科学など

第1グループ

第２グループ

北海道大学が目指す姿 Novel Japan University Model

研究設備共用体制の再編

バイオ・医療支援系 
～30名

電子・微細加工系 
～26名

フィールド・観測系 
～65名

ICT/AI/IoT・データ系 
～44名

横断・社会実装支援枠 
～26名

テクニカルサイエンティスト ：
分野横断でチームを構成し、全学的視点で技術職員の
連携を牽引。戦略的な技術協働を担う中核人材として、
研究力強化に貢献。

高度専門職人材（TS補佐）：
TSと連携して技術戦略立案に関与。部局・領域をま
たぐ技術協働を実務面で支える。将来的にTSとなる
ための経験を積む育成対象。

戦略的技術連携
チーム

一般技術職員 ～230名：
各専門分野での安定的な研究活動を支え、現場におけ
る実務の中心として活動しながら、TSと連携し、全学
的な技術協働にも主体的に関わる。

分析・計測系 
～40名

マネジメントパス
（管理・運営系）

スペシャリストパス
（専門技術系）

新本部における「役職」 技術職としての「職階」
（３→５職階）

テクニカルR&Dパス
（研究開発融合系）

（非管理職）

※「特定専門職」制度を活用

研究者・教員
役職 技術統括【副本部長】

役職 技術副統括
役職 技術部門長【課長級】

技術部門長補佐

技術職員

技術専門職員

技術専門員

技術主任

職名 特定上席専門職
呼称 テクニカルサイエンティスト

教 授

准教授

助 教

講 師

PD, RA

教員・研究者

令和７年度導入 令和８年度導入 令和７年度導入

新

上席技術専門員
新

役職 センター長【副本部長】

役職 副センター長

高度専門職人材
テクニカルサイエンティスト補佐認

定
認
定※ 新規採用（契約職員）、もしくは

教員及び技術職員をTS補佐として
認定

GFCのミッション

GFCの歩み

新体制 ITeCH-GFC 2025年7月１日 START!

総合研究基盤連携センター（GFC）

副センター長

事業推進室

センター長

共用システム管理ユニット

機器分析・オープンファシリティユニット

試作ソリューションユニット

先端技術共創ユニット

装置研究開発チーム

戦略的技術連携チーム

グローバルファシリティセンター（GFC）

副センター長
センター長

事業推進室
次世代共用化PJ推進室

設備リユース部門

オープンファシリティ部門

機器分析受託部門

試作ソリューション部門

国際連携推進部門 ITeCH
PM室

登録
※設備市場サービスの提供

※オープンファシリティサービス提供

※受託分析サービス提供
※オープンファシリティサービス提供

※オープンファシリティ装置登録作業

※設備市場サービスの提供

※オープンファシリティ装置登録作業

※受託分析サービス提供
※オープンファシリティサービス提供

共用システム管理ユニット

 北海道大学研究設備データベース（HURED）の運用管理

すべての研究者が必要な研究設備・機器にアクセスできる
持続的な環境の構築

 GFC総合システムの管理

 オープンファシリティ装置登録業務

利用登録から装置利用予約、受託分析受付、設備の登録・売買、料金請
求作業までを一元的に管理できるWEBシステム

 研究基盤IRに資する調査・情報収集・
管理・分析

設備登録数 1,231件
（2025年7月現在）

平均利用者数

のべ3,664名/年
新規登録者数

14名/週平均
予約・受託件数

94件/日平均
システムを介して精算した利用料金

約1億7,457万円/年
GFC総合システム関係者

総勢 222名
装置管理者、受託分析担当者、事務担当者（GFC、研究支援課、

学部会計担当、資産運用管理課）の総数

システム運用実績

専任の技術職員が高度な研究機器を活用した機器分析受託サービス及び
オープンファシリティサービスの提供並びに機器分析技術に関連する啓
発活動や分析技術の研究開発等を行うことにより、教育・研究の発展に
貢献する

 オープンファシリティ（OF部門管理）
学内 18部局 172名
学外（大学・公的機関） 5名
学外（一般） 6名

 受託分析
学内 22部局 231

名

学外（大学・公的機関） 241名
学外（一般） 5

名

 オープンファシリティ（受託分析部門管理）
学内 13部局 45名
学外（大学・公的機関） 5名
学外（一般） 2名

両部門の実績：2019～2023年度の5年平均

We are the best partners for researchers！
We are the best supporters for education and research!

 先端研究を支える最先端機器の導入

試作ソリューションユニット

先端技術共創ユニット

より機能的なユニット体制へ
機器設備のみならず、フィールドを含めた研究リソースや技術の共用及び
社会への還元を目指す

【お問い合わせ】
北海道大学技術連携本部総合研究基盤連携センター事業推進室
〒001-0021 北海道札幌市北区北21条西11丁目 北キャンパス総合研究棟7号館2階
e-mail：contact@gfc.hokudai.ac.jp URL:www.gfc.hokudai.ac.jp

学内外の研究者、技術者への研究・教育用機器の試作並びに
最適な試作方法の提案等を行う。

“共に創る”＋

北大スタートアップの支援

医歯薬出版の教科書 「口腔組織・発生学」

異分野展開 地質学
（薄片技術) → 歯学（他大学）混合装置のクランプフランジ

および混合装置用容器

OB技術職員から技術継承
ヒックマンポンプの技術伝授

本部長

事 業 統 括 室（Program Management Office）

技術統括

地域・自治体・企業
国内・国外大学等

研究院・研究所・
センター等

J-PEAKSなど
重点研究プロジェクト
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Global Research Facility Alliance Center

戦略的技術
連携チーム

テクニカル
サイエンティスト

 (TS)

TS補佐
（高度専門職人材）

運営委員会

配 置・派 遣・技 術 協 働 技 術 連 携

33名 54名 34名 43名 73名

配 

置
・
連 

携

技 術 連 携 統 括 本 部（ITeCH）
Office for Integrated Technical Core Hub

機器設備のみならず、
フィールドを含めた
研究リソースや技術の共
用及び社会への還元

技術職員は本部
（各技術部門）
に所属，各部局に
配置。兼務もあり。

グローバル・
ファシリティー
センター(GFC)
を発展的に統合

研究基盤・人材マネジメントの中核

技術部門
長補佐

技術部門
長補佐

技術部門
長補佐

技術部門
長補佐

技術部門
長補佐
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技術連携統括本部（ITeCH）の始動

戦略的技術連携チーム：Strategic Technical Liaison Team
テクニカルサイエンティストを中心としたチームを組織し、横断的な技術の提供及
び大学が有する技術の連携を高めるなど、研究力向上及び社会貢献に資する取組の
推進
装置研究開発チーム：Equipment Research and Development Team
共用の場を活用し、学内外の研究者及び企業と連携しながら、ユーザーが真に
必要とする装置開発、技術開発を推進
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 北大ITeCH構想に基づき新設された新たな職種

2026.1.14

テクニカルサイエンティスト（TS）とは

 技術をつなぎ、価値を生み出す協調型組織へ
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